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「
郵
政
民
営
化
こ
そ
小
泉
内
閣
の
本
丸
で
あ
る
」
と
、
小
泉
首
相
は
3
月
中

旬
に
は
民
営
化
法
案
を
提
出
し
た
い
意
向
だ
っ
た
が
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
は

そ
れ
に
強
く
反
発
し
て
い
る
。

3
月
8
日
の
「
第
15
回
、郵
政
改
革
に
関
す
る
関
係
合
同
部
会
」
で
、冒
頭
、

与
謝
野
馨
政
調
会
長
が
、「
政
府
と
党
の
考
え
方
は
大
き
く
違
う
。
到
底
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
旨
を
表
明
し
た
。

当
日
集
ま
っ
た
100
人
を
超
え
る
国
会
議
員
の
大
半
は
、「
政
府
案
は
国
民
の

視
点
に
立
っ
て
い
な
い
」「
調
査
結
果
か
ら
も
国
民
は
求
め
て
い
な
い
」「
大
切

な
の
は
、
民
営
化
し
て
利
益
を
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
な
く
、
広
く
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
続
け
る
こ
と
だ
」「
税
金
を
一
切
使
っ
て
い
な
い
公
社
で
は
何

故
ダ
メ
な
の
か
」「
話
が
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
ば
か
り
で
、何
の
結
論
も
出
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
時
間
の
無
駄
だ
」
な
ど
の
反
対
論
を
表
明
し
た
。
一
部
に
は
、

「
預
金
も
生
保
も
、
民
間
業
者
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
任
せ
れ
ば
い
い
。」
な
ど
の

賛
成
論
も
あ
っ
た
。

全
国
ど
こ
で
も
等
し
く

郵
便
が
届
け
ら
れ
、
誰
も

が
簡
単
に
預
金
や
保
険
に

加
入
で
き
る
郵
政
事
業
を

守
る
の
は
、
国
の
責
務
で

あ
る
。
議
院
内
閣
制
の
下

で
選
出
さ
れ
た
小
泉
首
相

が
強
行
に
民
営
化
法
案
を

提
出
す
れ
ば
、
政
府
と
自

民
党
の
対
立
は
深
刻
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

挨拶する与謝野馨自民党政調会長

教
育
基
本
法
改
正
促
進
委
員
会
や
日
本
会
議
な

ど
の
主
催
に
よ
る
「
教
育
基
本
法
改
正
を
求
め
る

緊
急
国
民
集
会
」
が
3
月
2
日
、
国
会
議
事
堂
前

に
あ
る
憲
政
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。
日
本
会
議
の

三
好
達
会
長
、
日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談
会
会
長

の
平
沼
赳
夫
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
数
々
の
有

識
者
や
国
会
議
員
か
ら
、「
今
こ
そ
、
占
領
軍
が

押
し
つ
け
た
基
本
法
を
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、
文

化
を
踏
ま
え
た
も
の
に
、早
急
に
改
正
す
べ
き
だ
」

と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
相
次
い
だ
。
会
場
は
座
席

に
坐
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の
大
入
り
満
員
で
、
大
変

な
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
も

取
材
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

国
民
の
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
二
ノ
湯

参
議
院
議
員
は
、
昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
教
育

改
革
を
重
点
政
策
に
か
か
げ
た
。
昨
今
の
教
育
現

場
の
混
乱
、
青
少
年
に
よ
る
未
曾
有
の
凶
悪
犯
罪

の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
度
に
、
教
育
改
革
は
緊
急

の
課
題
で
あ
る
と
の
感
を
強
く
す
る
。
教
育
基
本

法
の
改
正
は
、
自
民
党
、
公
明
党
と
の
与
党
間
で
、

国
や
郷
土
に
つ
い
て
の
取
扱
い
で
、
調
整
が
難
航

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
日
も
早
く
改
正
出

来
る
よ
う
、
二
ノ
湯
議
員
も
積
極
的
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
る
。

早
急
に
教
育
基
本
法
の
改
正
を

各
界
有
志
、
国
民
集
会
を
開
く

依
然
埋
ま
ら
ぬ
政
府
と
自
民
党
の
溝

どうなる郵政改革



平成２年１月18日第３種郵便物認可 平成17年3月15日発行（毎月1回15日発行）３月号（№166）（2）

平成16年度特別交付税交付金決定額（単位:千円）

平
成
16
年
度
分
の
特
別
交
付
税
の

配
分
額
が
、
3
月
11
日
総
務
省
よ
り

発
表
さ
れ
た
。特
別
交
付
税
は
台
風
、

地
震
な
ど
特
別
の
事
情
に
対
応
す
る

た
め
に
使
わ
れ
る
。
平
成
16
年
は
災

い
の
年
と
言
わ
れ
た
。
京
都
府
で
も
、

新
年
早
々
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

10
月
の
台
風
に
よ
っ
て
丹
波
、
丹
後

地
方
の
市
町
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
府
下
各
自
治
体
は
前
年
度
以
上

の
大
幅
な
交
付
税
の
増
額
を
要
望
し

て
い
た
。
財
政
当
局
は
全
国
自
治
体

一
律
対
前
年
度
比
20
〜
30
％
削
減
と

い
う
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
が
、
被

災
地
も
多
い
と
い
う
関
係
も
あ
り
、

京
都
府
分
の
特
別
交
付
税
で
は
3.8
％

の
増
、
京
都
府
下
13
市
も
少
し
の
削

減
に
と
ど
ま
っ
た
。
各
市
の
特
別
交

付
税
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
ノ
湯
議
員
は
、
特
別
委
員
会
は
国
際
問
題
に

関
す
る
調
査
会（
松
田
岩
夫
会
長
）に
所
属
し
て
い

る
。
調
査
会
は
国
際
問
題
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査

す
る
会
で
、
会
長
の
方
針
も
あ
っ
て
頻
繁
に
開
か

れ
る
。
毎
回
、
学
者
、
評
論
家
等
、
二
人
を
参
考

人
と
し
て
招
き
、
各
々
30
分
ず
つ
の
意
見
陳
述
を

聞
い
た
後
、
各
委
員
が
質
問
を
す
る
形
式
と
な
っ

て
い
る
。
2
月
9
日
に
第
一
回
目
が
開
か
れ
、
3

月
2
日
ま
で
6
回
開
か
れ
、
日
本
の
ア
ジ
ア
外

交
、
日
本
の
対
米
外
交
、
日
本
の
対
Ｅ
Ｕ
外
交
、

東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
し

た
。
二
ノ
湯
議
員
は
2
月
28
日
に
行
わ
れ
た
調
査

会
で
、
羽
場
久
浘
子
法
政
大
学
大
学
院
教
授
、
渡

辺
啓
貴
東
京
外
大
教
授
か
ら
、「
日
本
の
対
Ｅ
Ｕ

外
交
に
つ
い
て
」
の
話
を
聞
い
た
後
、
4
つ
の
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
わ
ず
か
10
分
足
ら
ず
の

質
問
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
の
経
験
の
た
め
か
、

か
な
り
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
。
質
問
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

㈠　

イ
ラ
ク
戦
争
で
は
英
国
は
米
国
を
支
持
し
た

が
、
独
、
仏
は
独
自
路
線
を
貫
き
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の

対
応
が
分
か
れ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
2
期

目
最
初
の
訪
問
先
を
Ｅ
Ｕ
に
し
て
、
関
係
修
復
を

試
み
た
が
、そ
れ
は
う
ま
く
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、

Ｅ
Ｕ
内
部
の
亀
裂
の
修
復
は
な
さ
れ
た
の
か
。

㈠　

昨
今
ロ
シ
ア
は
中
央
集
権
的
な
統
治
を
強
め

て
お
り
、
と
り
わ
け
米
国
は
「
冷
戦
時
代
に
逆
戻

り
し
て
い
る
」
と
懸
念
し
て
い
る
。
多
元
的
外
交

を
得
意
と
し
、
ロ
シ
ア
と
境
界
を
接
す
る
Ｅ
Ｕ

は
、
世
界
の
対
ロ
シ
ア
政
策
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。

㈠　

Ｅ
Ｕ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
東
西
冷
戦
で

被
っ
た
犠
牲
の
教
訓
か
ら
、
平
和
を
重
ん
じ
、
多

国
協
調
主
義
に
よ
る
世
界
秩
序
の
構
築
に
努
力
し

て
い
る
。
だ
が
今
Ｅ
Ｕ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
バ

ラ
ン
ス
を
崩
す
恐
れ
の
あ
る
中
国
へ
の
武
器
禁
輸

措
置
を
解
除
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意

図
は
何
か
。

㈠　

世
界
の
経
済
が
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
二
つ
の
極
に

分
か
れ
る
動
き
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
の
動

き
を
加
速
さ
せ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
加
わ
る
中

国
の
将
来
像
が
不
明
確
だ
。
日
本
は
、
中
国
の

動
き
を
見
て
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

積
極
的
に
共
同
体
構
想
の
動
き
を
主
導
す
る
べ
き

か
、
ど
ち
ら
の
道
を
選
ぶ
べ
き
か
。

平
成
16
年
の
所
得
税
確
定
申
告
が
2
月
15
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
納
税
者
に
と
っ
て
、
税
務
申
告
は

頭
痛
の
タ
ネ
で
あ
る
。
京
都
府
の
税
理
士
会
で

は
、
毎
年
、
会
員
有
志
が
府
下
各
地
の
税
務
相
談

会
場
で
、府
・
市
民
の
税
務
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

二
ノ
湯
議
員
は
、
昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
近
畿

税
理
士
政
治
連
盟
京
都
府
支
部
連
合
会（
原
綱
宗

会
長
）の
推
薦
候
補
と
し
て
力
強
い
支
援
を
も
ら

っ
た
。
さ
ら
に
当
選
後
、「
税
理
士
に
よ
る
二
ノ

湯
さ
と
し
後
援
会（
南
出
力
利
会
長
）が
、
多
く
の

税
理
士
の
方
々
の
参
加
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。

2
月
17
日
、
南
出
会
長
、
前
田
功
副
会
長
、
今
西

衞
幹
事
長
、
原
京
都
府
支
部
連
合
会
会
長
と
一
緒

に
、
西
京
区
役
所
洛
西
支
所
、
京
都
中
央
信
用
金

庫
紫
野
支
店
の
二
ヶ
所
の
相
談
会
場
を
訪
ね
、
納

税
者
の
税
務
相
談
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
税

理
士
の
方
々
を
激
励
し
た
。

質問をする二ノ湯議員

税制改正要望書を受け取る二ノ湯議員　
　　　　　　　　右側は南出力利後援会長

二
ノ
湯
議
員
、
税
務
相
談
会
場
視
察

国
際
問
題
に
関
す
る
調
査
会

　

二
ノ
湯
議
員
、
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）で
質
問

平
成
16
年
度

　

特
別
交
付
税
決
定

財
政
難
で
厳
し
い
査
定

市 15年度実績 （伸率） 16年度決定額 （伸率）

京 都 市 2,756,195 －8.1 2,479,195 －10.1
福 知 山 市 817,009 －6.0 869,065 6.4
舞 鶴 市 1,138,058 －6.0 1,255,414 10.3
綾 部 市 673,069 －5.9 633,020 －6.0
宇 治 市 448,033 －5.5 404,235 －9.8
宮 津 市 621,118 －6.4 672,356 8.2
亀 岡 市 914,024 －5.4 877,105 －4.0
城 陽 市 386,094 －7.5 351,150 －9.1
向 日 市 303,034 －7.4 270,153 －10.9
長 岡 京 市 305,037 －7.3 276,209 －9.5
八 幡 市 678,061 －6.2 612,436 －9.7
京 田 辺 市 259,019 －6.2 231,136 －10.8
京 丹 後 市 1,731,000 1,600,154 －7.6
京都市除く12市分計 8,273,556 8,052,433 －2.7
京 都 府 分 3,134,496 － 6.3 3,254,495 3.8



（3）３月号（№166）平成17年3月15日発行（毎月１回15日発行） 平成２年１月18日第３種郵便物認可

「二ノ湯議員が加入している議員連盟」議員連盟・勉強会一覧（50音順）

国
の
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
、
公
共
事
業
全
体

が
見
直
さ
れ
る
中
、
建
設
予
定
で
あ
っ
た
第
二
名

神
高
速
道
路
の
京
都
府
域
内
で
あ
る
大
津
〜
城

陽
、
城
陽
〜
高
槻
間
の
延
長
39
㎞
が
、
構
造
規
模

の
大
幅
見
直
し
を
行
い
、
抜
本
的
に
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
抜
本
的
見
直
し
区
間
に
指
定
さ
れ
た
。
第

二
名
神
の
建
設
を
前
提
に
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
た
沿
線
自
治
体
は
、
抜
本
的
見
直
し
区

間
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

い
る
。
自
治
体
関
係
者
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
地

元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省
、
日

本
道
路
公
団
に
早
期
整
備
の
陳
情
を
行
っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
、
沿
線
地
域
の
自
民
党
国
会
議

員
有
志
に
よ
っ
て
、「
第
二
名
神
高
速
道
路
建
設

促
進
議
員
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
、さ
る
2
月
25
日
、

東
京
で
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。
総
会
は
、
二
ノ

湯
参
議
院
議
員
の
司
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
先

ず
初
め
に
、
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
が
満
場
一
致

で
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
伊
吹
会
長
は
、「
将
来

の
日
本
経
済
、
社
会
の
発
展
を
考
え
、
建
設
に
ご

尽
力
願
い
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
を
し
た
。
沿
線

地
域
の
自
治
体
関
係
者
も
多
く
出
席
し
た
が
、
京

都
府
の
山
田
知
事
は
「
こ
の
議
員
連
盟
が
、
現
状

を
打
開
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
な
お
、議
員
連
盟
の
最
高
顧
問
と
し
て
、

綿
貫
民
輔
、
海
部
俊
樹
、
古
賀
誠
、
中
山
太
郎
の

有
力
議
員
が
、
伊
吹
会
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
。
最

高
顧
問
を
代
表
し
て
、
古
賀
誠
氏（
自
民
党
道
路

調
査
会
長
）は
「
道
路
特
定
財
源
を
使
い
、
ぜ
ひ

こ
の
高
速
道
路
の
早
期
実
現
に
努
力
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
た
。
議
員
連
盟
の
設
立
に
よ
っ
て
第

二
名
神
は
、
建
設
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
と

言
っ
て
よ
い
。
な
お
、
政
権
与
党
で
あ
る
公
明
党

国
会
議
員
も
、
近
く
こ
の
議
員
連
盟
に
参
加
す
る

予
定
で
あ
る
。

特
定
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、
志
を
同
じ

く
す
る
議
員
が
、
議
員
連
盟
を
結
成
し
て
い
る
。

花
粉
症
を
防
止
す
る
た
め
の
ハ
ク
シ
ョ
ン
議
員
連

盟
や
、
郵
政
事
業
の
健
全
な
発
展
を
は
か
る
郵
政

事
業
懇
話
会
な
ど
、
多
種
多
様
な
連
盟
が
あ
る
。

同
僚
議
員
か
ら
頼
ま
れ
、
義
理
に
加
入
し
た
連

盟
、
政
策
に
共
鳴
し
て
参
加
し
た
も
の
ま
で
、
二

ノ
湯
議
員
は
現
在
ま
で
に
、
100
近
く
連
盟
に
加
入

し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
会
費
は
一
ヶ
月
300
〜

500
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
中
に
は
日
韓
議
員
連
盟

の
よ
う
に
4
千
円
と
高
額
な
も
の
も
あ
る
。
議
員

と
し
て
幅
広
く
活
動
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
も
又

必
要
経
費
の
一
部
で
あ
る
。

第
二
名
神
、
建
設
促
進
議
員
連
盟
が
結
成

会
長
に
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員

政
策
実
現
の
た
め
、
多
く
の
議
員
連
盟

二
ノ
湯
議
員
、
100
近
く
入
会 設立総会で司会進行する二ノ湯議員

1 ITS推進議員連盟
2 明日の日本の林業を考える若手議員の会
3 医療心理師（仮称）国家資格法を実現する議員の会
4 映画議員連盟
5 LRT推進議員連盟
6 外国人参政権の慎重な取り扱いを要求する国会議員の会
7 介護福祉議員連盟
8 活字文化議員連盟
9 花粉症等アレルギー症対策議員連盟（ハクション議連）
10 環境税導入を考える若手議員の会
11 環境ビジネス議員連盟
12 関西文化学術研究都市建設促進議員連盟
13 環境税を推進する若手議員の会
14 教育基本法改正促進委員会(超党派)
15 漁港漁場整備促進議員連盟
16 軍恩議員協議会
17 景観議員連盟
18 芸術議員連盟
19 京奈和自動車道推進議員連盟
20 経済発展と環境税を考える会
21 下水道事業促進議員連盟
22 憲法調査推進議員連盟
23 恒久平和のために真相究明法の成立を目指す議員連盟
24 公共物電子境界確定事業を促進する議員連盟
25 交通事故問題を考える国会議員の会
26 公文書館制度強化推進議員連盟
27 公務員給与改革断行を求める若手議員の会
28 港湾議員連盟
29 国際観光産業としてのカジノを考える議員連盟
30 国際人口問題議員懇談会
31 国民のための郵政公社を推進する参議院議員の会
32 国家基本政策協議会

33 米消費拡大・純米酒推進議員連盟
34 コンテンツ産業振興議員連盟
35 サイバー安全保障議員連盟
36 参議院自民党競馬推進議員連盟
37 資源エネルギー長期政策議員研究会
38 自主憲法期成議員同盟（新しい憲法を作る議員同盟）
39 史跡保全議員連盟
40 自治体病院議員連盟
41 シックハウス対策推進議員連盟
42 自動車議員連盟
43 自民党LPG対策議員連盟
44 自民党果樹農業振興議員連盟
45 自民党グリーン・ツーリズム議員懇談会
46 自民党消防議員連盟
47 自民党政令指定都市議会議員連盟
48 自民党知的障害者対策議員連盟
49 自民党伝統的工芸品産業振興議員連盟
50 自民党独占禁止法研究会
51 自民党農村基盤整備議員連盟
52 自民党母子寡婦福祉対策議員連盟
53 情報産業振興議員連盟
54 新世紀文明国会議員懇談会
55 新生・自由民主党国会三田会
56 水産政策推進議員協議会
57 青少年と家庭のあり方を考える議員・有識者懇談会
58 全国山村振興連盟
59 対人地雷全面禁止推進議員連盟
60 大陸棚調査推進議員連盟
61 地域づくりと道路整備に関する勉強会
62 地下鉄推進議員連盟
63 治山事業等促進議員連盟
64 治水議員連盟

65 地方分権推進議員連盟（仮称）
66 低公害車等普及推進議員連盟
67 統合医療を実現する議員の会
68 都市河川整備促進議員懇談会
69 図書議員連盟
70 トラック議員連盟
71 ナノテクノロジー推進議員連盟
72 日米欧総合安全保障議員協議会
73 日米地位協定の改定を実現し日米の真のパートナーシップを確立する会
74 日華議員懇談会
75 日韓議員連盟
76 日中友好議員連盟
77 日本・宇宙議員連盟
78 日本海沿岸地帯振興連盟
79 日本産業再生議員連盟
80 日本・フィンランド友好議員連盟
81 日本ベルギー友好議員連盟
82 農産物等輸出促進議員連盟
83 農民の健康を創る会
84 フリーゲージトレイン導入推進議員連盟
85 みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会
86 無年金障害者問題を考える議員連盟
87 木造住宅等振興議員連盟
88 薬剤師問題議員懇談会
89 有機資源利用推進議員連盟
90 有機農業推進議員連盟
91 郵政事業懇話会
92 ユビキタス社会を実現する若手議員の会
93 与党関西国際空港推進議員連盟
94 ライフサイエンス議員連盟
95 和風迎賓館建設促進議員連盟
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・日　　時：4月3日（日）
・出発時刻：午前8時00分（時間厳守）
・集合場所： 京阪四条駅南座前（小雨決行）
・コース：京阪淀駅→淀城跡公園→淀大橋→宇

治川沿い→御幸橋→背割堤桜並木→京阪八
幡駅（解散）

●（注）京阪四条8時4分発の淀屋橋行き急行に乗車、
淀駅（8時23分着）で下車。早めに切符を買い求め
て下さい。

● 春風に吹かれて春の息吹を浴び、桜並木が1.4km
続き、遊歩道、展望所、芝生広場も整備され、清
らかな水と共に心地よい散策が体験できます。今
回は花見と言うことで、4月3日に日時を変更しま
した。お間違いなく。

●代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758

第 145 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第 144 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者 85 名）

黄檗山万福寺三門前にて

一
、
先
日
、
福
知
山
市
に
あ
る
京
都
が
生
ん
だ
た

だ
一
人
の
総
理
大
臣
芦
田
均
記
念
館
に
立
ち
寄
っ

た
。
立
派
な
生
家
を
記
念
館
に
改
築
さ
れ
て
い
る

が
、
展
示
品
が
少
な
い
の
が
、
残
念
で
あ
る
。
芦

田
先
生
ゆ
か
り
の
人
達
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
存
命

中
で
、
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
書
簡
な
ど
を
所
蔵
さ

れ
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
記
念

館
に
寄
贈
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
大
阪
市
役
所
を
は
じ
め
、
全
国
自
治
体
の
公

費
の
非
常
識
な
支
出
に
は
あ
き
れ
る
。
特
に
大
阪

市
は
財
政
力
が
豊
か
で
あ
っ
た
の
で
、
職
員
組
合

と
の
間
に
、
闇
取
引
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
今

日
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
、
大
阪
市
職

員
組
合
の
潔
い
態
度
と
反
省
を
求
め
た
い
。

一
、
大
学
時
代
、
朝
早
い
授
業
は
避
け
て
い
た
の

に
、
今
は
党
本
部
で
の
朝
8
時
か
ら
の
勉
強
会
に

出
席
す
る
の
が
、
日
課
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
家

に
と
っ
て
、
政
策
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
ま
る
で
自
民
党
大
学

に
入
学
し
た
学
生
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
か
つ
て
は
世
界
有
数
の
富
豪
と
言
わ
れ
た
堤

義
明
氏
。
京
都
で
も
宝
ヶ
池
の
公
園
区
域
に
ホ
テ

ル
を
建
設
す
る
ほ
ど
の
政
治
力
の
持
主
で
あ
っ

た
。
そ
の
反
面
、
西
武
グ
ル
ー
プ
の
支
払
う
法
人

税
は
、
そ
の
規
模
に
比
較
し
て
、
あ
ま
り
に
も
少

な
い
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。
と
う
と
う
西
武
王

国
に
司
直
の
手
が
入
っ
た
。
お
ご
れ
る
者
、
久
し

か
ら
ず
か
。

一
、
今
年
は
花
粉
が
例
年
の
数
十
倍
も
飛
散
、
花

粉
症
で
悩
む
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
花
粉

症
の
私
は
、
い
つ
発
症
す
る
か
と
心
配
し
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
。
ど
う
や
ら
、
森
林
の

多
い
京
都
よ
り
も
東
京
の
方
が
花
粉
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

3
月
4
日
未
明
か
ら
東
京
地
方
に
雪
が
降
り

始
め
、
明
け
方
に
は
東
京
都
心
は
す
っ
か
り
雪
化

粧
に
包
ま
れ
た
。
国
会
議
事
堂
に
も
雪
が
積
も

り
、
一
面
白
く
な
っ
て
い
た
。
雪
に
お
お
わ
れ

た
議
事
堂
は
白
亜
の
殿
堂
で
、
重
々
し
く
、
威
厳

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
機
会
は
め
っ
た
に
な
い

と
、
参
議
院
の
新
人
議
員
が
、
雪
が
降
る
中
、
議

事
堂
正
面
ま
で
出
向
き
、
ブ
ル
ブ
ル
震
え
な
が

ら
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
記
念
写
真
に
参
加
し

た
人
は
、
野
村
哲
郎（
鹿
児
島
選
挙
区
）、
山
本
順

三（
愛
媛
選
挙
区
）、
末
松
信
介（
兵
庫
選
挙
区
）、

坂
本
由
紀
子（
静
岡
選
挙
区
）、
藤
野
公
孝（
比
例

区
）、
二
ノ
湯
智
の
6
人
。

議
員
に
と
っ
て
、
後
援
会
の
会
員
は
神
様
、
仏

様
と
言
っ
て
も
よ
い
あ
り
が
た
い
存
在
で
あ
る
。

特
に
国
会
議
員
は
、
週
の
大
半
、
東
京
に
居
る
た

め
に
、
選
挙
区
の
情
勢
に
は
常
に
神
経
を
使
い
、

敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
小
泉
あ
き
お
参
議
院
議
員

は
、
平
成
13
年
夏
の
参
議
院
選
挙
に
、
園
部
町
議

会
議
員
か
ら
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
、
見
事
に

初
当
選
を
果
た
し
、
現
在
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

と
し
て
、
小
泉
内
閣
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
元

来
、
僧
職
で
あ
る
が
、
京
都
成
章
高
校
の
教
諭
も

務
め
た
教
育
者
で
も
あ
る
。
3
月
7
日
、
小
泉
議

員
後
援
会
女
性
部
17
人
が
上
京
、
文
部
科
学
省
を

訪
問
し
た
。
小
泉
議
員
の
は
か
ら
い
で
、
地
元
選

出
の
田
中
英
夫
衆
議
院
議
員
、
二
ノ
湯
智
参
議
院

議
員
も
参
院
会
館
で
の
昼
食
会
に
招
待
さ
れ
、
し

ば
し
女
性
部
の
方
々
と
懇
談
し
た
。
小
泉
議
員

は
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
大
変
嬉
し
そ
う
な

表
情
で
あ
っ
た
。

小
泉
あ
き
お
参
議
院
議
員
女
性
部

激
励
の
た
め
国
会
訪
問

雪
化
粧
の
国
会
議
事
堂

参
院
新
人
議
員
、　　
　

震
え
な
が
ら
記
念
写
真右から山本順三、藤野公孝、末松信介、　　

　　　　二ノ湯智、坂本由紀子、野村哲郎

中央右から田中英夫、
小泉あきお、二ノ湯智の3国会議員


